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令和6年度 第1回大垣市男女共同参画推進審議会 議事録 

  

令和6年7月5日（金）午後1時30分から、令和6年度第1回大垣市男女共同参画推進審議会

を大垣市スイトピアセンター学習館4階 男女共同参画活動室において開催した。その内

容は次のとおりである。 

 

１ 議題 

⑴ 会長並びに副会長の選出について 

⑵ 大垣市第五次男女共同参画プランにおける令和5年度事業実績について 

⑶ 大垣市第五次男女共同参画プランにおける令和6年度事業計画について 

 

２ 出欠席の状況 

 ⑴ 出席委員（14人） 

山 田 武 司  会 長     茂 木 七 香  副会長 

吉 崎 広 明  委 員     進   俊 彦  委 員 

伊 藤 桃 子  委 員     大 橋 奈麻輝  委 員 

服 部 淑 子  委 員     山 田 治 美  委 員 

杉 江 俊 文  委 員     木 村 幸 雄  委 員 

天 野 暁 子  委 員     原   丈 衛  委 員 

小 野 八千代  委 員     石 丸 智 之  委 員 

 ⑵ 欠席委員（1人） 

石 井 久美子  委 員 

 ⑶ 事務局出席者（4人） 

   市民活動部長       渋 谷   敏 

   男女共同参画推進室 室長 牧 岡 さつき 

   男女共同参画推進室 主幹 小 泉 佳 彦 

   男女共同参画推進室 主事 細 野 未 有 

 

３ 傍聴者  1人 

 

（開会 午後1時30分） 

事務局 ※委嘱状交付と委員紹介 

※市民活動部長からあいさつ 

※欠席者の報告及び出席者が過半数に達しているため会議成立の報告 
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※審議会公開の報告及び傍聴者の入室許可 

※会長が選任されるまでは、事務局で進行 

 

事務局 ・「議題⑴ 会長並びに副会長の選出について」、審議会規則第3条1項の規

定により、会長及び副会長は、委員の互選により定めることとなってい

ます。 

・はじめに、会長の選任をお願いします。いかがいたしましょうか。 

 

委 員 ・これまでの当審議会での実績と学識経験者でもある、岐阜協立大学の山

田教授に会長をお願いしてはどうでしょうか。 

 

事務局 ・会長には山田委員をとの提案がありましたが、いかがでしょうか。 

・賛同いただけるようであれば、拍手をもって、承認をいただきたいと思

います。 

 

各委員 ＜拍手＞ 

 

事務局 ・以降の進行については、審議会規則により、議長は会長をもって充てる

こととなっているため、山田会長に議長をお願いします。 

 

会 長 ※就任の挨拶 

・次に、副会長を選任したいと思いますが、学識経験者である大垣女子短

期大学の茂木委員にお願いしたと思いますが、いかがでしょうか。 

・賛同いただけるようであれば、拍手をもって、承認をいただきたいと思

います。 

 

各委員 ＜拍手＞ 

 

会 長 

 

・副会長は、茂木委員にお願いさせていただきます。 

・それでは、茂木副会長から、一言ご挨拶をお願いします。 

 

副会長 ※就任の挨拶 

 

会 長 ・次に、本日の議事録署名者は、服部委員と小野委員にお願いしたいと思

います。 
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・続いて、「議題⑵ 大垣市第五次男女共同参画プランにおける令和5年度

事業実績について」事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 ＜「議題⑵ 大垣市第五次男女共同参画プランにおける令和5年度事業実

績について」説明＞ 

 

会 長 ・ご意見ご質問等ありましたら、お願いします。 

 

委 員 ・26ページの一番上の相談対応ですが、女性相談員による相談は、男女共

同参画推進室の女性職員2人で、相談に応じているのですか。 

 

事務局 

 

・別に専門の女性相談員がおり、その者が週 3回実施しています。 

 

会 長 ・他に、ご意見ご質問等ありましたらお願いいたします。 

・昨年度から、この第五次プランが始まり、昨年度は初年度ということで

詳しく説明して頂いたが、多くの事業で目標を達成していただき、また

茂木副会長には、随所で大活躍であり、大垣女子短大のサークルにもお

世話になり、お礼を申し上げます。 

・他に、意見なしということですので、次に「議題（3）第五次男女共同

参画プランにおける令和6年度事業計画について」事務局から説明をお

願いします。 

 

事務局 ＜「議題（3）第五次男女共同参画プランにおける令和6年度事業計画につ

いて」説明＞ 

 

会 長 ・ご意見ご質問等ありましたら、お願いします。 

 

委 員 ・7ページに女子生徒の理工系分野への進路の選択肢を視野にという事

で、新たな取り組みですが、説明では、確かに理系女子は少ない、とい

うような言葉がありましたけれども、それが私達の概念であってはいけ

ないと思います。どれくらい理工系に進んでいるのか、その実績を把握

した上での、企画でしょうか。まだ内容について未定との事ですが、少

ない対象者の中で、更に少ない人達が会場に来るといった状況に、陥る

ことがないよう企画していただきたいと思います。 
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・例えば、地域で活躍してみえる方々が小中学校に来て、子どもたちに話

をするといった事はよくあると認識しています。逆に各中学校でそうい

うような機会を設けるような形で、身近に理工系の企業で活躍している

方が、各学校を回っていただいたりとかして、意識を高めていくのも一

つかと思います。 

・また、子ども未来部では、今年キッザニアのような、子どもの職業体験

事業をやられるというようなことも聞いていますので、タイアップしな

がらやっていくと、もう少し幅広い展開になるのかなと思います。 

・ただ事業を展開するというだけで、どなたかに話を承るだけでは、繋が

らないと思いますので、地道な戦略と新たな連携を考えて、進めていた

だきたいと思います。 

 

会 長 ・戦略的な部分でアドバイスをいただきましたが、事務局から、今後の事

業展開について何かあればお願いします。 

 

事務局 ・いわゆる従来型の講座を考えている部分もありますが、例えば中学生を

どこか一か所に集めるというのは難しいところもあり、学校の方に出向

く、出前講座のような形で進めていくという事も考えています。 

・また、子ども未来部の子どもの職業・社会学習体験機会創出事業のこと

も視野にいれながら、どのような形で実施するのが効果的か、また、若

い世代にいかにして大垣の企業を知ってもらうか、更には、将来大垣に

住みたいなと思うような、そういった講座を開催できるかというのがポ

イントになってくるかと思います。今後、関係団体の協力をいただきな

がら考えていきたいと思います。 

 

委 員 ・資料14ページの市からワークライフバランスの働きかけを行った企業

数というのを目標指標として取り組まれていますが、年間で100社程度

ということで、この働きかけをしている企業はどういった理由で選定を

されているかというのと、どういう働きかけをされているか、企業側の

反応などを教えてください。 

 

事務局 ・チラシを送らせていただくというような形にとどまっています。他に、

男と女のかがやきまちづくり表彰の被推薦者を出していただきたいの

で、該当しそうな企業は、積極的に訪問して、自薦、他薦のお願いをし

ています。 
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・個別の企業訪問は、確かに理想であり、商工会議所にも協力をいただい

てはいますが、なかなか難しいのが現状です。また、岐阜労働局からの

チラシ等をイベントの開催告知とともに同封するなどの啓発を実施し

ていますが、より効果的に、より多くのところに啓発していきたいと思

っていますので、ご相談させていただきたいと思います。 

 

委 員 ・出前講座や講座の周知は広報になりますか。 

 

事務局 ・広報おおがきや市ホームページでの周知が中心になります。 

 

委 員 ・良い事業がたくさんありますが、正直知らないことが多いです。広報

おおがきも毎月届くが、若い世代の人は、あまり見ないのではないで

しょうか。いかに若い女性やＤＶ被害者等幅広い人に知ってもらうか

が重要だと思います。 

・パネル展示とかで発信をされていますが、積極的に集客できる活動で

はないと思います。例えば、私どもの団体では、国際女性デーの周知

のために、シンボルであるバラを配って、積極的に街頭でＰＲをしま

した。もっと積極的に、見てもらうために、展示するだけでなく、活

動を広げていくことが課題なのではないかなと感じました。 

 

会 長 ・積極的な周知をというご意見をいただきましたが、やれる事、やれない

事もあると思いますので、事務局は、しっかりと検討してください。 

 

委 員 ・たくさん良い事業計画をしていただいていると思います。先ほどの各委

員のお話やコメントにも関係しますが、これらの施策の成否は、いかに

上手に広報活動をするかに懸っている気がします。関係団体と連携・協

力しながら、効果的な情報発信に努めていただきたいと思います。 

 

委 員 ・やはり周知する方法ですね。大学にもあらゆる機関からいろいろな周知

チラシなどが送られてきます。あまり枚数がないときは、パンフレット

スタンドに置いて、「ご自由にどうぞ。」となるが、それで持っていく学

生は、まず、いないです。 

・人数分あれば何かの授業などで配布して、少しでも目に留まるかなとい

った感じです。やはり、一番良い伝え方は、授業の中で行うということ

かと思います。 
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・先ほども、理系女子のための中学生への働きかけという話でしたが、イ

ベントチラシを配布し、「参加してください。」は、そもそも関心があっ

て当事者意識のある学生でなければ、すごく難しいと思います。・ 

・授業の中で取り扱うことで、それが例え、少しだけの時間であっても、

生徒全員が参加する場所ですので、より多くの人に当事者意識をもって

もらうことができると思います。 

・私は、女性学の授業で、男女共同参画に関する内容を扱いますが、外部

講師を招いてＤＶの授業をしたところ、学生からは、「自分からは絶対

こんなことには興味も持たなかった。」とか「知ることもなかった。」と

いう感想が出てきます。 

・中学生であれば、普通に受けている授業の一環で、理工系分野の選択肢

といった情報を入れていく広報が、一番届くと思います。 

・チラシを「配った、送った」が、周知の実績としてカウントされている

のだとしても、それは本当に届いているとはいえないのではないかと思

います。 

 

会 長 ・周知広報として、授業の活用ということでしたが、例えば、短大であれ

ば、授業で配布となると、どれくらいの部数が必要なのでしょうか。 

 

委 員 ・例えば100部とか200部あれば、1年生全員に配布できます。ただ配った

ところで、行き渡りはしますが、情報が伝わったわけではないので、授

業の中であれば、私は、必ず、今配ったチラシの内容を説明したり、具

体的な話を交えながら伝える事で、より身近な話題として捉えてもらう

ようにしています。 

・中途半端な枚数のチラシなど送られてくるが、もっといい形で若い世代

に届けられるといいなと思い、授業を活用しています。 

 

会 長 ・学校の授業で配ることで、情報発信ができれば、活用していただくと良

いと思います。また、ぜひ、茂木副会長の授業を活用できるような内容

の時は、連絡をとってやっていただきたいと思います。 

・私の大学もありますので、協力できることがあれば、私も協力させてい

ただくので、声をかけてください。 
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委 員 ・私も仕事上、さまざまな広報やチラシ、イベントの告知などしています

が、やはりチラシを、配っただけではなかなか来てもらえないので、口

コミなどが一番効果的です。 

・例えば、企業、学校、保育園、自治体などから来てもらう母数や幅を広

げるという意味で、招待枠みたいなものを作り、ピンポイントに知って

ほしい団体に働きかけをして、そこから、団体の中で興味を持った人が

何人かできて、更に、口コミで広がっていくというやり方もあると思い

ます。 

 

会 長 ・口コミでの集客、特に招待枠を作って、その後、口コミ枠で広げてい

くというのは、大変良いと思います。事務局で検討してください。 

 

委 員 ・全体的に見て、基本、女性に対する支援であるのかな、といった印象で

す。ただ、ＤＶは、男女問わず良くないと思うし、性差やライフステー

ジを踏まえた健康支援として、乳がん検診や子宮頸がん検診の方が喫緊

の問題なのかもしれませんが、男性特有の病気とかも、深刻なのかなと

思います。今後、男性も支援していただけるような施策を取り入れてい

ただけるとうれしいなと思い、希望をお伝えてしておきます。 

 

会 長 ・確かに、女性がある程度中心の施策になっています。男性への支援につ

いては、次のプラン改定時に、検討していきたいと思います。 

 

委 員 ・新規事業の中で、14ページのオンラインセミナーについてですが、オン

ラインであれば、特に定員50人にする必要はないのかなと思いました。

対象も、男性社員ほかとなっていますが、登壇するのは男性の育児休業

経験者ということで、それで良いとは思いますが、意外に社内での育休

のセミナーは、女性社員も関心が高く、女性社員が自分の配偶者に対し

て「世の中はこうだから、あなたもこうしなさいよ。」みたいな感じで

進んでいくことも多いので、男性社員に限らず、もっと幅広くやってい

ただければと思います。 

 

会 長 ・オンラインセミナーの定員については、もっと多くできたら良いと思い

ますが、Zoom利用の際に、何か人数などの制約があるのですか。 

 



8 

事務局 ・消極的な数字で申し訳ありません。何も支障がなければ、広く募集して

いきたいと思います。 

 

委 員 ・14ページの新規事業、男性の育児休業取得推進を図るセミナーの開催と

いうことで、今、学校現場でも、女性の先生が育児休暇を取得していま

す。最大3年取得できますが、それに加えて男性職員も育児休業を取り

始めています。また、配偶者が懐妊したら取得したいとの申し出もある

ようです。 

・育児休業取得が、促進されることは素晴らしいことですが、組織として、

子どもたちが困ることがないように、また保護者が心配することがない

ように、どう代わりとなる先生を配置できるのかを常々考えています。

しかし、教員不足がうたわれている中、未補充の場合もあり、管理者と

しては、非常に苦しい立場にあると日々感じています。 

 

会 長 ・育児休業をどんどん進めていくことで、現場の代わりの者をどう補充す

るのか。これは、学校に限らず、様々な企業で同様の問題が起きている

と思います。すぐに良い解決策が出るわけではないですし、また、学校

は会社とは違うとは思いますが、何か参考になることがあれば、次の機

会でも結構ですので、皆様からアドバイスをいただければと思います。 

 

委 員 ・子育て支援のひとり親への支援ということで、経済的な面など支援策が

掲載されているが、年々一人親の家庭が増えています。減ることはあり

ません。極端な話、学校のクラスの 3分の 1が、ひとり親の家庭という

クラスもあります。 

・男女共同参画の分野でひとり親家庭を減らすという課題に取り組むこ

とは難しいと思いますが、そういったことにも取り組んでいかないと、

今後、医療も含めて子どもへの支援など多くの支援策にお金がたくさん

必要になります。 

・ひとり親になっても、いろいろな福祉の支援が充実していることは、あ

りがたいことであり、ひとり親を減らすような施策はおかしいのかもし

れませんが、市としても努力をしていかないと大変な時代になっていく

と思います。 

・親の中には短絡的に、ひとり親になっても社会保障が充実していれば、

子ども一人、二人育てられると考える人もいるかもしれません。一番い
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いのは、ひとり親を少なくすることだと思います。そうした取り組みも

ひとつ考えてもらえたらいいと思い、発言させていただきました。 

 

会 長 ・ひとり親をなくす施策は、非常に難しい問題だと思います。どうしたら

ひとり親が少なくなるかという点は、生き方の問題とか、いろいろなこ

とが関わってきます。それぞれが思う幸せな家庭の形を継続できるよう

な支援が、必要になってくると思います。 

 

委 員 ・資料18ページの基本目標4「性別等に関わらず」というところで、私が

勤めている会社では、ここ数年やっとＬＧＢＴＱという概念が、社内で

も共有でき、先日も会社の活動として、ＬＧＢＴＱの方がもっと尊重さ

れるようにということで、名古屋でのパレードに会社の仲間と一緒に参

加してきました。 

・そうした活動をやっている中で、国全体の施策や枠組みなので、大垣市

では、なかなか難しいところもあるかもしれませんが、そもそも性別等

に関わらずというところのとらえ方が、世の中で取り沙汰されている割

には、ウエイトが低いと思います。 

・市の人権擁護推進室との役割分担もあるかと思いますが、そもそも、こ

の男女共同参画というのが、男性女性それ以外の性という事自体、男女

というくくり方が、世の中で課題視される中、まだ旧態依然の枠組みだ

と正直思うところがあります。これは大垣市だけの問題ではないという

ことは、重々承知の上で、申し上げていますが、基本目標4は、役割分

担についても、関心を持って見ていきたいと感じています。 

 

会 長 ・この審議会の名前自体も男女共同参画ということで、男性女性という性

別を前提とした形で始まっています。 

・今の時代、男性女性と分けるのではなく、さまざまな性という言い方も

変かもしれませんが、その生き方の中でどう考えていくのか、枠組みを

どう考えていくのか、さらに人権擁護推進室との役割分担について、ご

意見をいただきました。 

・この点、今回の目標にも「性別等に関わらず」というところで、ある程

度固定しない形での視点をもってはいるものの、なかなかダイレクトに

施策を打ち出していけていないところは、あると思います。 

・事務局から、特に人権擁護推進室の役割分担、性別等に関して、何かあ

ればお願いします。 
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事務局 ・最初に、ＬＧＢＴＱの関係、これについては人権擁護推進室に指針があ

り、もともと国でも、人権問題のひとつにＬＧＢＴＱ問題があることか

ら、昨年、ＬＧＢＴ理解増進法を制定し、その後、岐阜県でも、パート

ナーシップ宣誓制度の導入がありました。岐阜県の制度は、県が認証し

てその後、各市町村でいろいろなサービスについて検討してもらいた

い、という中で、本市としても、取り組んでいる最中でございます。 

・次に、計画の名前、男女限定なのかということですが、今の男女共同参

画社会基本法上、この法に基づく地方公共団体の役割として、施策を実

施する中で、具体的な数値目標、例えば、審議会の女性割合や女性管理

職の人数など、まだまだ女性の地位向上という部分が、重要視されてお

り、現行法では、その枠組みとして、国と地方が一丸となって取り組む

というところで、ご理解いただきたいと思います。 

・最後に、18ページの性差や健康支援というところで、最近、国でも力を

いれている部分でもあり、いわゆる働き盛りの女性特有の健康に配慮し

なければ、女性管理職が増えていかないとうことで、本市においても、

計画に位置付けたところであり、まだまだ、女性の視点も大切だという

ことでご理解いただきたいと思います。 

 

委 員 ・私は、今年の 1 月に行われた男女共同参画フォーラムに、自身の分科会

を代表して、パネリストで登壇させていただきました。その時に、私の

まわりで男女共同参画という言葉すら知らないという同年代の女性男

性がすごく多く、こんなに活動をされているのに、知らない方がみえる

という事は、先ほどからの、周知の話につながると思います。 

・私の中学生の娘は、学校から、いろいろなプリントを毎日持ち帰ってき

ます。忙しいと後回しにしがちですが、子どもたちから、今日こんなプ

リントもらったよ、と言ってくれると親も、目を通すこともあります。

男女共同参画という言葉を知らないということは、昔から浸透していな

かったのかなと、思いました。 

・ぜひ、先ほど言われた中学校などで、そういう話を一緒にしていただく

ことで、子どもたちの人生の選択肢の幅が広がったり、新たな生き方の

価値観を持ったりと、視野が広がることもあります。私も、子どもたち

に伝えていきたいなと思いましたので、行政と学校とが、一緒に協働し

て取り組んでいただけると、親としてもありがたいと思いました。 
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会 長 ・男女共同参画という言葉すら知らない方がまだまだみえる中で、そのた

めの周知として、行政の皆さんには、学校・教育機関と連携・協力する

ことで、さまざまな周知に努めてください。 

 

委 員 ・男女共同参画という言葉についてですが、男女共同参画というと、次に

出てくるのが、女性の社会進出や女性の活躍推進という言葉です。 

・企業の中には、上司が、子育て支援の勉強やイクボスセミナーを受けて、

部下に対して、育休取得を勧める活動があります。それを主体になって

やっている上司が男性のケースが多く、自らは子育てに参加されてこ

ず、リアルな子育てを知らない方も中にはみえて、部下には「がんばれ」

と言う話を、実際よく聞きます。 

・もうひとつ、これは核家族化が進んでいることもありますが、先ほどの

お話にもありましたが、シングルの方も増えていることもあり、「働く

お母さん」の負担が大きくなっています。 

・女性の社会進出が求められてきている中で、共働きも当たり前となり、

親世代も高齢化が進み、結婚年齢・出産年齢もあがり、まわりに誰もサ

ポートがもらえない状況の中で、女性に負担がかかり、ワンオペ状況が

発生しやすい状態です。 

・特に、シングルのお母さんは、社会的孤立に耐え切れず、パンクしてし

まいます。シングルのお母さんやお父さん同士が、助け合える場や親同

士で助け合えるような地域で密着した体制ができてくると、困っている

人も助かると思います。子どもを産むにあたって困ることは、女性の場

合、育児をワンオペで担うことで、この先やっていけるのかなという不

安や、お金の問題もあり、自分の生活で一杯一杯になりがちなので、そ

ういったところも広く男女共同参画というところでサポートいただけ

たらなと思います。 

 

会 長 ・女性の負担として、働きながら育児家事をワンオペ状態でしなければな

らないという中で、サポートが得られなくては、孤立していきます。地

域の中で、サポートや助け合いの場が、作れないかというご意見をいた

だきました。 

・ただ実際には、地域の中での助け合いの場、サポートの場をどう作って

いくか、現行プランには、具体的な内容は入っていません。今後どう進

めるか考えていくことも、必要になってくると思います。 
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・一般に地域の場というと自治会や学校区になってしまいますが、何か地

域という点で、考えていくことができればと思います。 

・今回、これから検討していかなくてはいけないことが、たくさん出てき

ました。これまでの伝統的な、逆に言えば形にとらわれた現在の状況を

見据えていく中で、今後、プランに関するものだけではなく、現状に合

わせた新しい方法や考え方をどんどん出していただいて、新たな施策へ

の参考にしていけるよう、事務局でも検討してください。 

・せっかくの機会なので、全体を通して意見があれば、お願いします。 

 

委 員 ・今日、時そばの手打ちそばのチラシが、配布されていますが、家で、男

性が学んできた料理を、家族に振る舞うことにつながると面白いと思い

ます。現実的な話、どうしても女性にいろんな負担がかかっている部分

があります。例えば、子どもに弁当が必要な時に、多分ほとんどの家庭

で、お母さんが弁当作りをされていると思います。しかし、そこにお父

さんのサポートが入るだけで、お母さんに、時間のゆとりが生まれるの

ではないかと思います。 

・今の時代、YouTubeやGoogleで検索すれば、手軽にできる弁当作りは、

たくさん情報が出てきますが、あえて、体験講座をするのであれば、夫

婦で手分けするお弁当作り、という切り口で、男性女性というよりは、

得意不得意の仕事の分担で、男女共同参画ができれば、有効なのかなと

思います。 

・私は、過去に自身の活動の中で、中学校の制服に新たにブレザー制服を

導入することに深く関わってきました。ブレザーの制服を導入するにあ

たり、ＬＧＢＴＱの話が学校現場にある中で、セーラー服を着ることが

心理的に難しい女子生徒に対して、学校に来やすくなるなら、ブレザー

制服を導入してあげようという事で、取り組んできました。 

・先ほど、いろいろ周知することは非常に難しいとの話もありましたが、

小中学校ぐらいで、男女共同参画という話をしていかないと、大人にな

ってからでは、難しいと思います。言われたからやっているのではなく、

気持ちで理解できないとだめだと思います。 

・日々の生活の中で、大人が子どもに伝えていかないと将来はもっと、男

女共同参画の意識の差は広がっていくのではないかと思います。また、

性の区別は、いよいよなくなっていくと思われます。そのあたり、学校

の先生と地域と一緒になって子どもたちに、男女で協力することの大切

さを、伝えることが重要であると、本日、皆さんの意見を聞いて感じま
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した。また機会があれば、小中学校へ出向いた際には、本日、伺った意

見を、先生やＰＴＡの役員の方に、伝えていこうと思いました。 

 

会 長 ・大人が暮らしの中で、子どもに日々伝えていくことが、非常に大切であ

るという、ご意見を頂きました。 

・本日は、多くの意見をいただき、大変有意義な会議になったと思います。 

では、これで議事を終了し、議長の職を降りさせていただきます。ご協

力ありがとうございました。 

 

事務局  ・委員の皆様には、貴重なご意見をいただき、感謝申し上げます。以上を

もちまして、令和6年度 第1回大垣市男女共同参画推進審議会を終了し

ます。 

 

（閉会時刻 午後 3時 15 分） 

 

 


